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＜連絡事項＞

· 食事サービス委員会より～夜間帯での急な入退院等があった際は、直接日清のスタッフ　　

に連絡する事になりました。292、又は273へ電話連絡してください。発注数ミスが起こると病棟スタッフが支払う事になります。明日より、閉鎖病棟側レストランに、冷たいお茶が提供される事になりました。南ＣＤユニットの患者様へも提供していただけるという事です。

南ＣＤユニットの朝食配膳時間について、現在８時前に配膳される事もありますが、８時過ぎてから配膳してもらう様、統一しましょう。

· 院長が今週いっぱいロンドンへ出張します。24日まで定時連絡はなしという事です。

＜主治医からの連絡事項＞

· 石橋　ツル様～今月の採血の結果、クレアチニン値が低下し、異常となっています。利尿剤を内服中でもあるため、味噌汁を残さず摂取してもらいましょう。

· カルシウム摂取目的の為、牛乳は残さず摂取してもらいましょう。

· 観察室が空床の際は、カギをかけてください。患者様が侵入する恐れがあります。

＜週間予定＞

· 19日(水)　皮膚科診察

· 20日(木)　浜中　トキエ様　日赤病院受診　　　・Ｄｒ小坂勉強会　南：原、福士（15：30）より

· 19,20,21日　食事援助講習　(17：30～18：30)

＜勉強会：ＳＳＴ（ソーシャル・スキルズ・トレーニング）について＞

・ＳＳＴとは？

→社会生活技能訓練の事。精神科リハビリテーションの一つとして、多くの患者様たち

に恩恵をもたらしてきた。

精神科患者様の治療として、日常生活における基礎的技能を幅広く訓練する必要性が

ある。「生活面における不自由さ」や、特に不得意とする「対人関係上の技能」が問題

となっている為である。　　　　　

　多くの精神科患者様について「ストレスの脆弱性」といった問題点が指摘されている。

・ストレス脆弱性とは？

→些細な事から精神に大きな影響を与え、結果、病状悪化、あるいは再発・再燃へと発展してしまう事を意味している。

・生活技能訓練とは？

→日常生活内で最低限必要とするさまざまな技能の事。

例）基本的な会話、身だしなみ、余暇活動、自己服薬管理、自己症状管理、等。

・治療者の注意点

→患者様の病態を正しく理解する事。患者様の病態や障害に偏見を持たない事。

《精神科リハビリテーションにおける治療者の基本姿勢》

1 精神病者への理解と共感を持つ。

2 同じ人間として敬意をもって接する。

3 患者の意思を優先する。

4 効果的な人間交流による援助を行う。

・ＳＳＴのルール　　　　　　　　　　　　　　　　　　・会話時の５つのポイント

1 見学はいつでもできます。　　　　　　　　　　　　①　視線を合わせる。

2 嫌な時はパスができます。　　　　　　　　　　　　②　手を使って表現する。

3 良いところは誉めましょう。　　　　　　　　　　　③　身を乗り出して話す。

4 良い練習ができる様に他の人を助けましょう。　　　④　明るい表情

5 質問はいつでもできます。　　　　　　　　　　　　⑤　はっきりおおきな声で。

6 トイレは断ってから行きましょう。

・リーダー・コリーダーの役割とは？

→リーダーは「司会・進行」、コリーダーは「補佐」という役割。

　慢性の患者様は同じような学習における欠陥に苦をしている為、持続させるにはかなりの努力が必要となる。

　ポイント
· 活発に動き回り、一ヶ所にじっとしない。　　　・テンポを早く回転させる。

· 声の調子、大きさに変化をつける。　　　　　　・集中できない人には役割を与える。

· 楽しい話題に変える。　　　　　　・全体に目を配り、問題のある患者への配慮をする。

・ウォーミングアップの技法

→ＳＳＴを始める前の15～20分間実施するものである。参加者一人一人の状態を観察してチェックし、全員の気分や総合的なレベルを正確に把握する事。

・セッションを始めるにあたって

→場所について：セッションが実施される場所は、全員がゆったりと座れるスペースが必要。また、適度に動きやすい空間も必要。

· セッションの終わり方

→患者様が次回も参加する様に働きかけなければならない。最後に、時間を使って心をつなぐコミュニケーションをとる事で、次回への参加意欲は高まり、確認して約束をする事もできる。

・最後に

→技法の目的は、患者様に自信をうえつけ、やる気を喚起する事である。何かできた時に、説明して褒め、「できるんだ」と理解させる必要がある。

技法として、誠実で真剣な態度が求められる。口先だけの褒めは逆効果となる。

統合失調症の技能改善には、時間が必要。一度に一つずつ、しかも少しずつ改善していく。







